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県内初の取り組み 

「服装自由週間」を実施！ 
～「自由」とは何かを考える～ 

 新川高校では、６月１３日（月）から１８日（土）の１週間を「服装自由週間」とし、生徒たちが制服を着て来るか、私服を着て来

るか自由に選択する期間を設けました。この取り組みの目的は、「制服自由週間」を通して、生徒一人ひとりが「自由とは何

か」「自分勝手とどう違うのか」などを考え、議論すること。今回は、そんな「服装自由週間」の様子をお届けします。 

 
 今回の取り組みのきっかけとなったのは、昨年度２月に行われたN未来塾の「語

り場」で、生徒・教員・保護者がグループに分かれて話し合ったこと。この時出され

た意見をもとに、一度ルールを取り払って「自由」について考えようと生徒会が中

心となって企画しました。 

 取り組み前には生徒会長の大久保優斗（３年・魚津東部中）から、取り組みの意図

や考えてほしいことなどが話されました。 

きっかけは、N→未来塾の「語り場」 

徐々に増えていった私服姿 
 ６月１３日（月）から「服装自由週間」を開始。１３日は初日ということもあってか、制服姿の生徒が目立ちましたが、２日目からは私服や体操服で

登校する生徒が増え始め、４日目には１１０名を超えました。 

 期間中、朝の挨拶運動や３年生を対象とした学校外での進路説明会もありました。その時には「委員会として玄関に立って挨拶をするから。」

「学校内ではなく、学校外での活動だから。」とTPOを考え、制服を着てくる生徒も多くいました。 

 また、テレビ局や新聞社が取材に訪れましたが、インタビューを受けた生徒たちは「服装」について、「私服のほうが楽でよい」「毎日違う服を着

られるのもいいと思う」「同じ学校なのにばらばらなのはどうなのだろう」「人と違ったら差が出てきそう」など、様々な考えを述べていました。 

 ２０日（月）には、「服装自由週間」を終えてのアンケートを実施。今後、そこで出された意見をもとにして生徒・教員・保護者で意見交換を行い、

「校則」や「自由」について改めて考えていきます。 



 
 

 

ー発行ー 

荒井学園新川高等学校 

〒937-0041 

魚津市吉島1350 

新川高校NEWS 第２号（２） 令和４年６月２１発行 

 ６月１０日（金）に２、３学年を対象とした企業

説明会が体育館で行われました。今年度の企業

説明会は５月２７日に続き、２回目の実施とな

ります。今回、参加してくださった企業は全部

で３２社。製造や介護福祉など、様々な分野の

企業の方々が、生徒に向けて企業説明を行い

ました。 

 生徒たちは、ワークシートを持参し、自分の興

味のある企業のブースで担当の方からの説明

に耳を傾け、熱心にメモを取っていました。 

理科部、 

「海ごみアート」に挑戦！ 

 

 ５月２８日（土）、理科部とコ
ミュニティビジネス部の生徒
たちが、「LOVE BLUE ク
リーンアッププロジェクトに
参加。理科部の生徒たちは
海岸清掃に加え、海洋ゴミの
調査を手伝いました。 
 また、理科部は６月１１日
（土）に新川文化ホールで開
催された「魚津市制７０周年
蜃気楼フォーラム」で、海岸
のゴミやシーグラスを使った
「海ごみアート」のコーナーを
設け、環境問題について考え
つつ、アートに挑戦しました。 

７０名で海岸清掃
ボランティア 
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新川生、校内外で活動中！ 

企業説明会を行いました！ 

 

 ６月１３日（月）から、１学年と２学年の生徒を対象とした放

課後学習「学び直し」がスタートしました。 

 １学期は数学の基礎が中心。問題は帰りのST時にタブレッ

トに配信されます。一人で問題を解く生徒や周りと一緒に解

く生徒と取り組み方は様々です。 

 小学校・中学校内容からの振り返りを行って基礎を徹底

し、学力の向上を目指しています。 

「学び直し」を開始！ 

 ６月１８日（土）に魚津市創制７０周年を記念し

た地元ローターリークラブの海岸清掃後ラン

ティアに、新川高校生７０名が参加。ミラージュ

ランド近くの海岸のゴミを集めました。 

 また、清掃後には県の環境政策課の職員の

方から海洋ゴミ問題について話を伺いました。 

 第10回「N→未来塾」を開催！ 
 ６月２０日（月）に第１０回「N→未来塾」を開講しました。「N→未来塾」は生徒たちが様々な分

野で活躍する方の話を聞くなかで、様々な価値観に触れてもらおうというものです。 

 今回の演題は、「何かを始めたいがどうしたらいいか分からない人のための地域づくり入

門」。有限会社エコカレッジ代表取締役の尾野寛明氏に、現在の活動を始めたきっかけなどを

交えながら、「何かを始めようと思ったら、すでにあがっているものをしても上手くいかない。

自分が譲れないものなどから目標を探すことが近道だ」など、普段聞くことのできない話を伺

うことができました。また、今回の講演はコメント配信機能も使って行われ、生徒たちは話に耳

を傾けつつ、感じたことや疑問などリアルタイムで反応していました。 


